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保
健
の
お
知
ら
せ

保健と健康掲示板 ささえる
つながる 保健と健康掲示板ささえる

つながる保健と健康掲示板 ささえる
つながる

　
病
気
や
健
康
、
家
族
問
題
、
か
ら
だ
や
こ

こ
ろ
の
悩
み
、
人
間
関
係
、
仕
事
や
生
活
の

不
安
、
子
育
て
、
近
隣
関
係
な
ど
、
ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で
声
を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

話
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
場
所
・
日
時
／

▼
角
館
庁
舎
／
1111
月月
77
日
㈭
日
㈭
（
午
後
の
み
）・

（
午
後
の
み
）・

1111
日
㈪
日
㈪
・・
2121
日
㈭
日
㈭
（
午
前
の
み
）

（
午
前
の
み
）・・
2525
日日
㈪㈪

▼
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
／

11
月
20
日
㈬
（
午
後
の
み
）

（
午
後
の
み
） 

▼
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
（
西
木
中
央
公

民
館
）
／
1111
月月
1212
日
㈫
日
㈫ ( (

午
前
の
み

午
前
の
み))

●
相
談
時
間
／

【
午
前
】
▼
10
時
〜
▼
11
時
〜

【
午
後
】
▼
13
時
30
分
〜
▼
14
時
30
分
〜

●
相
談
方
法
／
1
回
50
分
。
面
談
ま
た
は
電

話
（
要
予
約
・
相
談
無
料
※
秘
密
厳
守
）

問問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２

公
認
心
理
師
・
臨
床
心
理
士
が
あ
な
た
の

              

相
談
を
親
身
に
受
け
止
め
ま
す
！

こ
こ
ろ
の
相
談

　

笑
う
こ
と
は
心
身
と
も
に
安
定
し
、
ス

ト
レ
ス
軽
減
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

日
時
／
▼
1111
月月
1515
日日
㈮㈮
▼
受
付
９
時
40
分

〜
10
時
▼
11
時
30
分
終
了

●
場
所
／

場
所
／
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー （
角
館
）

（
角
館
）

●
内
容
内
容
／／
笑
い
ヨ
ガ

笑
い
ヨ
ガ

●
参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料
※
事
前
申
込
不
要

問問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２

笑
い
ヨ
ガ
で
、
心
も
・
体
も
・
脳
も
健
康
に
！

笑
い
の
会

だ
れ
か
に
話
を
す
る
と
安
心
す
る

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
え
く
ぼ
の
会
」

　
心
に
た
ま
っ
た
こ
と
や
、
気
に
な
る
こ

と
、
心
配
な
こ
と
な
ど
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
く
ぼ
の

会
」
で
は
、
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
会
員
が
悩
み
な
ど
を
お
伺
い
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
開
催
時
間
内

の
都
合
の
よ
い
と
き
に
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

日
時
／
▼
1111
月月
2020
日
㈬
日
㈬
▼
1010
時
〜
時
〜
1414
時時

●
参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料

●
場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

問問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２

若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

若
者
の
居
場
所

　

辛
い
、
苦
し
い
、
不
安
、
眠
れ
な
い
、

家
に
い
て
も
居
心
地
が
悪
い
、
社
会
の
中

で
生
き
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
る
す
べ
て
の

若
者
が
対
象
で
す
。

　
一
緒
に
お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
や
つ
を
食

べ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ゲ
ー
ム
を
し
な

が
ら
若
者
同
士
で
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

　
ぜ
ひ
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま

ず
は
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

●
日
時
／

日
時
／
▼
1111
月月
1919
日
㈫
日
㈫
▼
1414
時
〜
時
〜
1616
時時

●
場
所
／

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
（
和
室
）

●
参
加
料
／

参
加
料
／
無
料
無
料 

※
事
前
申
込
不
要

●
主
催
／

主
催
／
N
P
O
法
人
K
O
U
（
あ
き

た
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営

団
体
）

問問 

大
屋
み
は
る
☎
０
１
８ｰ

８
５
３ｰ

４
３
６
７

　
「
え
く
ぼ
の
会
」で
は
、
毎
月
サ
ロ
ン
を

開
催
し
個
人
の
悩
み
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
、
語
っ

て
笑
っ
て
ホ
ッ
と
す
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
予

約
な
し
で
、
ど
な
た
で
も
好
き
な
時
間
に
参

加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
相
談
は
秘
密
厳
守
で
す
。

●
日
時
／

日
時
／
▼
1111
月月
66
日
㈬
日
㈬
▼
1313
時
〜
時
〜
1515
時時
3030
分分

●
参
加
料
／

参
加
料
／
１
０
０

１
０
０
円
／
予
約
不
要

●
場
所
／

場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

(
田
沢
湖
病
院
併
設
）
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容
内
容
／／
血
圧
測
定
、
健
康
講
話
（
保
健

師
）、
脳
ト
レ
、
手
芸
な
ど

問問
保
健
課
☎
43ｰ
２
２
５
２

語
っ
て
、
笑
っ
て
、
ホ
ッ
と
一
息

え
が
お
サ
ロ
ン

　
今
、
私
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

集
ま
っ
た
人
た
ち
で
お
互
い
の「
安
否
確
認

や
困
っ
た
と
き
に
、
駆
け
付
け
ら
れ
る
体
制

づ
く
り
」を
進
め
て
い
ま
す
。「
か
だ
れ
！
」

は
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
こ
こ
ろ
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！

●
日
時
／

日
時
／
▼
1111
月月
1313
日
㈬
日
㈬
・・
2727
日
㈬
日
㈬
▼
1010
時時

〜〜
1515
時時

●
場
所
／

場
所
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー((

田田

沢
湖
病
院
併
設
）

沢
湖
病
院
併
設
） 

調
理
室
・
栄
養
相
談
室

調
理
室
・
栄
養
相
談
室

●
参
加
料
／

参
加
料
／
１
０
０

１
０
０
円
（
昼
食
は
各
自
で

円
（
昼
食
は
各
自
で

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

ご
持
参
く
だ
さ
い
）

●
内
容
／

内
容
／
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
、
健
康

相
談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど

相
談
、
認
知
症
予
防
体
操
、
ゲ
ー
ム
な
ど

●
相
談
／

相
談
／
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
相
談
無

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
相
談
無

料
／
秘
密
厳
守
）

料
／
秘
密
厳
守
）

問問
小
松
小
松
☎
０
９
０ｰ

２
９
７
５ｰ

３
４
５
０

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
集
い
の
場

か
だ
れ
！

大
腸
が
ん
単
独
検
診
の
お
知
ら
せ

●
対
象
者
／
40
歳
以
上
の
方

●
検
診
内
容
／
便
潜
血
検
査(

事
前
に
採
便

容
器
に
2
日
分
採
便
し
て
く
だ
さ
い)

●
検
診
料
金
／
５
０
０
円

●
持
ち
物
／
健
康
保
険
証
、
健(

検)

診
受

診
券
、
検
診
料
金

●
日
程
／
次
の
と
お
り

地区 日程 会場 受付時間
西木 11 月 10 日㈰ 西木総合開発センター 9 時 30 分～ 11 時

角館 11 月 11 日㈪ 角館庁舎 1 階 10 時 30 分～ 12 時 30 分

田沢湖
11 月 17 日㈰ 神代就業改善センター 9 時 30 分～ 11 時

11 月 18 日㈪ 田沢湖総合開発センター 10 時 30 分～ 12 時 30 分

角館 11 月 19 日㈫ 角館庁舎 1 階 10 時 30 分～ 12 時 30 分

田沢湖 11 月 24 日㈰ 田沢湖総合開発センター 9 時 30 分～ 11 時

西木 11 月 25 日㈪ 西木総合開発センター 10 時 30 分～ 12 時 30 分

角館 12 月 1 日㈰ 角館庁舎 1 階 9 時 30 分～ 11 時

●
注
意
事
項
／

▼
２
日
分
の
採
便
が
で
き
な
い
場
合
や
、
期

限
切
れ
の
採
便
容
器
を
使
用
し
た
場
合
は

検
査
が
で
き
ま
せ
ん
。　

▼
採
便
容
器
が
届
い
て
い
な
い
方
で
も
、
40

歳
以
上
の
方
は
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
採
便
容
器
は
保
健
課
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、出
張
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
検
診
無
料
対
象
者
／
仙
北
市
国
保
の
方
、

70
歳
以
上
の
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
方
、
生
活
保
護
の
方
、
世
帯
全
員

が
市
民
税
非
課
税
の
方
（
令
和
6
年
６

月
１
日
以
降
の
市
民
税・県
民
税
〈
課
税・

所
得
〉
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）、

研
究
事
業
参
加
者
の
方

※
平
成
21
年
度
か
ら
「
大
腸
が
ん
検
診
の
研
究

（
比
較
試
験
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
事
業
参
加
者
の
方
は
、「
健
康
ア
ン

ケ
ー
ト
（
黄
緑
色
）」
の
提
出
と
便
潜
血
検

査
（
2
日
分
の
便
検
査
）
に
今
年
度
も
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２

健
康
・
介
護
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

認
知
症
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

寸
劇
を
交
え
た
楽
し
い
内
容
で
す
。
ぜ
ひ

参
加
し
て
認
知
症
の
方
に
優
し
い
地
域
づ

く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
／
認
知
症
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人

や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

※
受
講
し
た
か
ら
何
か
を
し
な
け
れ
ば
な

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
、サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
と
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
日
時
／
▼
12
月
14
日
㈯

▼
受
付
開
始
／
９
時
40
分
▼
講
義
開
始
／

10
時
▼
終
了
／
11
時
30
分
頃
を
予
定

●
場
所
／
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎

●
定
員
／
先
着
20
人

●
申
込
方
法
／
12
月
5
日
㈭
ま
で
に
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問問 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
43ｰ

２
２
８
３

『
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室
』開
催

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨
量
が
減
り
、
骨

が
も
ろ
く
な
っ
て
骨
折
し
や
す
く
な
る
病

気
で
す
。
女
性
は
40
歳
頃
か
ら
ホ
ル
モ
ン

の
影
響
に
よ
り
骨
量
が
減
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
の
基
礎
知
識
や
食

事
、
運
動
に
よ
る
予
防
法
を
知
っ
て
、
丈

夫
な
骨
で
健
康
な
生
活
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

●
日
程
・
場
所
／

▼
11
月
29
日
㈮
▼
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

（
西
木
庁
舎
と
な
り
）

▼
12
月
３
日
㈫
▼
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
角

館
庁
舎
と
な
り
）

▼
12
月
５
日
㈭
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
（
田
沢
湖
庁
舎
と
な
り
）

※
い
ず
れ
の
回
も
内
容
は
同
じ
で
す
の
で
、
都

合
の
よ
い
日
程
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
時
間
／
10
時
〜
12
時
（
受
付
９
時
30
分

〜
９
時
50
分
）

●
内
容
／

▼
保
健
師
に
よ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
の
説
明

や
予
防
法
、
運
動
に
つ
い
て
の
講
話
と

実
技

▼
管
理
栄
養
士
に
よ
る
骨
粗
し
ょ
う
症
を

予
防
す
る
食
事
に
つ
い
て
の
講
話

●
対
象
／
令
和
6
年
度
骨
粗
し
ょ
う
症
検

診
受
診
者
お
よ
び
40
〜
70
歳
の
女
性

※
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
も

参
加
可
能
で
す
。

●
定
員
／
各
会
場
20
人
（
先
着
順
）

●
申
込
／
保
健
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
／
11
月
22
日
㈮

問問
保
健
課
☎
43ｰ

２
２
５
２

※
西
木
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
は
西
木
庁
舎
と
な

り
、
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
は
神
代
出
張

所
と
な
り
で
す
。
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保健と健康掲示板 ささえる
つながる保健と健康掲示板 ささえる

つながる

2121 2024-112024-11広報せんぼく広報せんぼく

カフェの名称 代表者 会場 連絡先 開催日時 個人負担

オレンジカフェひまわり 長澤早恵 グループホームひまわり
地域交流室 55-5272 11月16日㈯ 

14時～ 16時 100円

ささえ愛カフェ 清水佳奈子 デイサービスセンターささえ愛 42-8666 11月17日㈰
9時30分～ 11時30分 100円

下延オレンジカフェの会 藤原律子 下延コミュニティーセンター 55-5449 11月19日㈫
14時～ 16時 300円

こみっとカフェ 松舘文子 NPO 法人かじか瀬スペース 080-3198-
4136

11月20日㈬
10時～ 12時 100円

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
65
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
泳
が
な
い
水
中
運
動

「
浮
き
浮
き
教
室
」
を
５
月
か
ら
開
催
し
て

い
ま
す
。

11
月
18
日
か
ら
3
ク
ー
ル
目
が
始
ま
り

ま
す
。「
運
動
が
し
た
い
け
ど
足
腰
が
痛
く

て
難
し
い
」「
何
か
運
動
を
し
た
い
け
ど
、

何
を
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い

う
方
に
お
す
す
め
の
教
室
で
す
。
昨
年
度

の
参
加
者
か
ら
は
、「
運
動
を
楽
し
く
行
え
、

爽
快
感
が
あ
っ
た
」、「
血
圧
が
安
定
し
た
」、

「
体
力
・
筋
力
が
つ
い
た
」、「
体
調
が
よ
く

な
っ
た
」、「
運
動
仲
間
が
で
き
た
」、「
肩

こ
り
・
膝
の
痛
み
が
軽
く
な
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
、
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
場
所
／
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク

リ
オ
ン
プ
ー
ル　
（
３
階
）

●
講
師
／
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

シ
バ
タ　
柴
田
栄
宜
先
生

●
対
象
／
65
歳
以
上
の
方
で
、
現
在
水
中

運
動
を
し
て
い
な
い
方

●
日
程
／
11
月
18
日
〜
2
月
10
日
（
概
ね

月
曜
日
）
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
開
催
日
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日
な
ど
に
開
催

※
初
回
と
最
終
回
は
９
時
開
始

●
持
ち
物
／
水
着
、水
泳
帽
、バ
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、プ
ー
ル
料
金
４
０
０
円
（
７
５

歳
以
上
の
仙
北
市
民
は
プ
ー
ル
料
金
が

無
料
に
な
り
ま
す
）

●
申
込
・
問
合
せ
／
申
し
込
み
し
た
方
に

は
後
日
詳
し
い
日
程
や
内
容
を
連
絡
し

ま
す
。

問問 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
43ｰ

２
２
８
３

泳
が
な
い
水
中
運
動
教
室

『
浮
き
浮
き
教
室
』

　
　
　
　
3
ク
ー
ル
目
が
始
ま
り
ま
す

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
支
え
合
い
、
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
34
人
の
方
が
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア(

仙
北
地
域
か
が
や
き
隊)

に
登
録
さ

れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
方
に
対
し
て
、
ご

み
出
し
や
掃
除
な
ど
の
簡
単
な
家
事
支
援
、

話
し
相
手
な
ど
の
支
援
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
自
分
が
活
動
で
き
る
こ
と
を
で
き
る
時

間
に
や
る
こ
と
で
、
自
身
の
介
護
予
防
、

健
康
長
寿
の
延
伸
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

講
座
を
聞
く
だ
け
で
も
大
丈
夫
で
す
。

支
え
合
い
や
地
域
づ
く
り
に
ご
興
味
が
あ

る
方
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
は
、
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
▼
11
月
30
日
㈯
▼
9
時
30
分
〜
11

時
30
分(
９
時
か
ら
受
付
開
始)

●
場
所
／
角
館
庁
舎
１
０
１・１
０
２
会
議

室
●
内
容
／
▼
講
座
１
「
高
齢
者
と
認
知
症
に

つ
い
て
」
▼
講
座
２
「
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
」

●
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
各
市
民
セ
ン

タ
ー
窓
口
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
申
込

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
F
A
X
に
て
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

●
申
込
期
限
／
11
月
22
日
㈮

問問 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
43ｰ

２
２
８
３

F
A
X
54ｰ

1
1
1
7

『
地
域
の
支
え
合
い
講
座
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
が

　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
す
♪

　
仙
北
市
内
で
は
、オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
総

称
）
が
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
厚
生
労
働
省
が

進
め
て
い
る
認
知
症
施
策
の
一
つ
で
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人
な
ど

誰
で
も
気
軽
に
集
い
、
交
流
す
る
こ
と
の

で
き
る
集
い
の
場
で
す
。
認
知
症
に
関
す

る
相
談
に
も
応
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
今
月

の
開
催
日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の

　
　
　
　
　
　
お
手
伝
い
に
つ
い
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ

イ
ト
、
仙
北
地
域
か
が
や
き
隊
の
皆
さ
ん

で
、
カ
フ
ェ
の
お
手
伝
い
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
感
染
症
の
状
況
な
ど
に
よ
り

お
休
み
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
直
接
カ
フ
ェ
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問問
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
43ｰ

２
２
８
３

トコトコ

文
化
財
に
触
れ
る

令
和
6
年
度

秋
田
県
文
化
財
協
会

　
　
　
県
内
研
修
会

9
月
27
日
、「
白
岩
焼
の
里
と
古
刹
龍

澤
山
雲
巌
寺
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
令

和
6
年
度
秋
田
県
文
化
財
協
会
県
内
研

修
会
」
が
角
館
町
白
岩
地
区
で
開
催
さ

れ
、
県
内
か
ら
文
化
財
保
護
協
会
の
会

員
54
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
協
会
角
館
支
部
理
事
の

下
田
三
千
雄
さ
ん
と
同
支
部
長
の
中
田

達
男
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
白
岩
焼
の

歴
史
に
つ
い
て
の
講
話
や
、
雲
巌
寺
を

見
学
し
ま
し
た
。

座
布
団
1
つ
で
ど
こ
へ
で
も

わ
ら
び
亭
雲
助
さ
ん
が

　
　
　
　
古
典
落
語
を
披
露

10
月
5
日
、
武
家
屋
敷
に
あ
る
旧
石
黒
恵
家
で
古

典
落
語
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
観
光
で
訪
れ
た
県
外
な
ど
か
ら
の
お
客

さ
ん
10
人
が
、
わ
ら
び
亭
雲
助
（
尾
暮
祐
樹
）
さ
ん

が
披
露
す
る
古
典
落
語
「
ね
ず
み
」「
竹
の
水
仙
」
の

演
目
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
わ
ら
び
亭
雲
助
さ
ん
は
、
小
学
生
の
頃
に
初
寄
席

を
経
験
。
現
在
は
わ
ら
び
座
で
営
業
職
に
所
属
す
る

一
方
、
余
暇
の
時
間
を
利
用
し
趣
味
で
落
語
に
取
り

組
ま
れ
、「
江
戸
落
語
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
風

情
あ
る
武
家
屋
敷
で
開
催
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
」

と
、
話
し
ま
し
た
。
今
年
の
7
月
に
は
小
野
崎
家
で

開
催
、
そ
の
後
は
毎
月
1
回
、
旧
石
黒
恵
家
で
開
催

し
、
今
回
が
4
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
次
は
、

11
月
2
日
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
毎
月
1

回
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
の
技
を
学
ぶ

北
都
銀
行

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
開
催

10
月
10
日
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
を
会

場
に
、
北
都
銀
行
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
よ
る
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
チ
は
パ

リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
出
場
し
た
、
永
原
和
可
那

選
手
は
じ
め
5
人
で
す
。
せ
ん
ぼ
く
校
の
生
徒
と

角
館
高
校
定
時
制
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
で
は
、
選
手
が
上
げ
る

シ
ャ
ト
ル
を
相
手
コ
ー
ト
に
打
ち
返
す
練
習
を
し

た
ほ
か
、
選
手
と
生
徒
た
ち
の
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン

マ
ッ
チ
が
行
わ
れ
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
せ
ん
ぼ
く
校
か
ら
感
謝
の
記
念

品
が
選
手
た
ち
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

小瀧一哉 さん
☎ 44-2419

城
廻
・
本
町
・
羽
根
ケ
台
・

熊
野
林
・
田
中
地
区
担
当

新しい民生委員・児童委員を
紹介します
　令和 6 年 8 月 28 日付けで、厚生労働大臣から委嘱状が
交付されました、地域福祉の向上のため活動する民生委員・
児童委員を紹介します。お気軽に、ご相談ください。児童委員を紹介します。お気軽に、ご相談ください。

　令和 6 年 8 月 28 日付けで、厚生労働大臣から委嘱状が

2121 20242024--1111広報せんぼく広報せんぼく

旬な情報チャンネル
－地域のわだい－



駒
ヶ
岳
の
噴
火
を
想
定

仙
北
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

10
月
4
日
、
市
と
県
消
防
協
会
大
仙
仙

北
美
郷
支
部
主
催
の
仙
北
市
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
駒
ヶ
岳
の
噴
火
を
想
定

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
3
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

午
前
9
時
に
田
沢
湖
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

に
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
中
生
保
内
地
区
と
造
道
地

区
の
住
民
に
よ
る
集
団
避
難
や
生
保
内
市

民
体
育
館
で
の
避
難
所
の
開
設
や
避
難
者

の
受
け
入
れ
、
炊
き
出
し
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
乳
頭
温
泉
郷
で
孤
立
者

大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校

10
月
5
日
、
大
曲
支
援
学
校
せ
ん
ぼ
く
校
で
、

同
校
の
卒
業
生
や
在
校
生
、
保
護
者
の
方
な
ど
が

参
加
し
、今
年
3
回
目
の「
せ
ん
ぼ
く
桜
ス
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
が
息
ぴ
っ
た
り
の
「
せ
ん
ぼ
く
太
鼓
」

を
披
露
し
た
後
、
在
校
生
や
保
護
者
、
そ
の
ほ
か

の
参
加
者
も
交
え
て
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

「
秋
の
和
太
鼓
体
験
教
室
」

秋
休
み
事
業

10
月
15
日
、
神
代
市
民
体
育
館
で
秋
休
み
事

業
「Let'enjoy!

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
子
育
て
推
進
課
と
仙
北
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
と
し

て
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
高
齢
者
の
方
と
の
異
世
代
間
交
流
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
広
久
内
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
神
代
ポ
プ
ラ
園

の
児
童
34
人
と
交
流
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

応
援
の
声
や
歓
声
が
広
が
り
ま
し
た
。

「Let'enjoy!

ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
」
開
催

が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
県
へ
救
助
を
要

請
、
防
災
ヘ
リ
「
な
ま
は
げ
」
が
2
人
を

救
助
し
た
ほ
か
、
市
民
会
館
の
隣
接
地
で

は
、
土
石
流
に
よ
る
建
物
倒
壊
を
想
定
し

た
救
出
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
救
出
訓

練
で
は
、
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
仙

北
市
建
設
業
協
会
連
合
会
の
会
員
が
重
機

を
使
っ
て
土
砂
を
撤
去
、
消
防
職
員
が
倒

壊
し
た
建
物
か
ら
要
救
助
者
を
救
出
し
救

急
搬
送
す
る
な
ど
、
的
確
で
迅
速
な
対
応

と
防
災
関
係
機
関
の
連
携
が
図
ら
れ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

田
沢
湖
を
眺
め
な
が
ら

音
楽
イ
ベ
ン
ト

　
　
「ELESO

N
A

（
エ
レ
ソ
ナ
）」

9
月
21
日
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
中
腹
に
あ
る
ぎ
ん
れ
い
ハ
ウ

ス
を
会
場
に
音
楽
イ
ベ
ン
ト
「ELESO

N
A

（
エ
レ
ソ
ナ
）」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
は
、
仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
岩

見
谷
慎
太
郎
さ
ん
が
企
画
し
た
も
の
で
、
昼
の
部
が
正
午
か
ら
午

後
6
時
ま
で
、
夜
の
部
が
午
後
9
時
か
ら
翌
日
の
午
前
6
時
ま
で

の
2
部
制
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ぎ
ん
れ
い
ハ
ウ
ス
の
中
央
に
は
Ｄ

Ｊ
ブ
ー
ス
、
そ
の
両
サ
イ
ド
に
は
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど
が
設
置
さ
れ
、

会
場
内
に
重
低
音
が
響
く
な
か
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
Ｄ
Ｊ
が
プ
レ

イ
す
る
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、
ク
ラ
ブ
さ
な
が
ら
の
空

間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
岩
見
谷
さ
ん
は
、
世
界
最
大
規
模
の
Ｄ
Ｊ
大
会
で
優

勝
し
た
実
績
が
あ
る
Ｄ
Ｊ
で
、
同
じ
く
仙
北
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
溝
口
真
矢
さ
ん
も
米
グ
ラ
ミ
ー
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た

自
慢
の
歌
声
と
節
回
し
を
競
う

第
37
回
生
保
内
節
全
国
大
会

9
月
22
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
第
37
回
生
保
内
節
全
国
大
会

が
開
催
さ
れ
、
一
般
の
部
に
１
１
２
人
、
年
少
者
の
部
（
中
学

生
以
下
）
に
12
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
生
保
内
節
は
、
奥
羽
山
脈
か
ら
吹
き
お
ろ
す
東
風
の
恵
み
を

歌
っ
た
も
の
で
、
節
回
し
の
複
雑
さ
と
息
づ
か
い
の
難
し
さ
が

特
徴
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
出
場
し
た
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
練
習
で
鍛
え
た
歌
声
と
節
回

し
を
披
露
。
一
般
の
部
で
は
、
予
選
を
通
過
し
た
10
人
に
よ
る

決
勝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
由
利
本
荘
市
か
ら
出

場
の
高
橋
惇
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
年
少
者
の
部
で
は
、

鹿
角
市
か
ら
出
場
の
長
谷
川
芽
咲
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略

【
一
般
の
部
】
▼
優
秀
賞
／
川
井
ふ
た
ば
（
秋
田
市
）、
佐
々
木

深
里
（
岩
手
県
紫
波
町
）、倉
田
珠
衣
（
秋
田
市
）、山
上
衛
（
岩

手
県
盛
岡
市
）
▼
敢
闘
賞
／
大
川
あ
け
み
（
秋
田
市
）、
谷
川

未
采
（
八
郎
潟
町
）、
澁
谷
四
郎
（
横
手
市
）、
髙
橋
邦
子
（
大

仙
市
）、
川
辺
節
子
（
秋
田
市
）

【
年
少
者
の
部
】
▼
優
秀
賞
／
石
川
空
青
（
秋
田
市
）、
佐
藤
茉

侑
（
北
秋
田
市
）、
畠
山
咲
（
秋
田
市
）

一般の部最優秀賞の高橋惇さん。

実
績
が
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
で
す
。
こ
の
2
人

が
出
演
し
た
ほ
か
国
内
外

で
活
躍
す
る
Ｄ
Ｊ
な
ど
が

出
演
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
観

光
庁
の
「
特
別
な
体
験
の

提
供
等
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
消
費
の
拡
大
・
質
向

上
推
進
事
業
」
の
補
助
金

を
活
用
し
て
実
施
さ
れ
、

1
月
に
も
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

防災ヘリ「なまはげ」が救助者を搬送。

生保内市民体育館での避難者受け入れ訓練。

力強い演奏を披露。

田
沢
湖
公
民
館
出
前
講
座

防
災
教
室

10
月
18
日
、
生
保
内
小
学
校
の
5
年
生
と
6
年
生
を
対
象

に
防
災
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
防
災
の
大
切
さ
を
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
、
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
備
え
や
行
動
を
と
る
こ

と
で
、自
分
の
命
や
生
活
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
知
る・

防
災
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
田
沢
湖
公
民
館
出
前
講
座
の
一
環
で
、
講
師
は
日
本

赤
十
字
秋
田
短
期
大
学
の
及
川
真
一
さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。　

　
及
川
さ
ん
か
ら
は
「
生
保
内
小
学
校
は
緊
急
時
の
避
難
所

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
場
所
に
一
番
詳
し
い
の
は
皆
さ
ん
で

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
皆
さ
ん
が
率
先
し
て
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
避
難
所
で
使
用
す
る

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

段ボールベッドの座り心地を体験。
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角
館
中
学
校
の
統
合
40
周
年
記
念
事
業

「
よ
う
こ
そ
先
輩
40
周
年
Ｓ
Ｐ
」

9
月
25
日
、
角
館
中
学
校

の
統
合
40
周
年
記
念
事
業
と

し
て
「
よ
う
こ
そ
先
輩
40

周
年
Ｓ
Ｐ
〜
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ

ネ
ッ
ツ
髙
橋
靖
彦
先
輩
と
田

口
成
浩
先
輩
を
迎
え
て
〜
」

が
角
館
中
学
校
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
髙
橋
さ
ん
は
ラ
ー

ト
競
技
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、

田
口
さ
ん
は
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
秋
田
ノ
ー

ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
で
活
躍
さ

世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り

角
館
中
学
校
世
代
間
交
流

9
月
6
日
、
20
日
、
27
日
の
3
日
間
、
角
館
中
学
校

で
「
地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
地
域
の
中
で
協
力
・
協
働
し
な
が
ら
生
活

を
し
て
い
く
大
切
さ
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
６
日
・
20
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
同
校
す
ず

か
け
ル
ー
ム
と
柔
道
場
で
モ
ル
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

３
年
Ａ
組
の
29
人
、
３
年
Ｂ
組
の
30
人
が
モ
ル
ッ
ク
の

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
後
、
角
館
地
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
・
仙
北
市
生
涯
学
習
奨
励
員
の
皆
さ
ん
を
交

え
対
戦
。
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
試
合
を
行
い
、
笑
い
や

歓
声
が
室
内
に
響
き
ま
し
た
。

27
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
同
校
陸
上
競
技
場
で
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
し
た
。
３
年
Ｃ
組
の
30
人
が

参
加
し
、
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ラート競技を初体験！

れ
て
い
る
同
校
の
先
輩
で
す
。

　
会
の
始
ま
り
に
は
高
橋
さ
ん
に
よ
る
ラ
ー
ト
の
披
露
や
生
徒
の

ラ
ー
ト
体
験
、
田
口
さ
ん
と
は
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト
対
決
が
行

わ
れ
会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
座
談
会
で
は
お
二
人
の
学
生
生
活
や
競
技
生
活
を
振
り
返
り
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
意
義
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
生
徒
の
将
来
の
夢
の
発
表
や
こ
の
日
の
感
想
な
ど
の
発
表

が
あ
り
、
最
後
は
両
先
輩
に
対
し
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

田口選手のスリーポイントシュートにみん
な見入っていました。

モ
ル
ッ
ク
で
は
力
を
合
わ
せ
て
プ

レ
ー
を
し
ま
し
た
。

晴
天
の
も
と
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を

体
験
し
ま
し
た
。

手
作
り
の
魅
力
満
載

10
月
5
日
と
6
日
の
2
日
間
、
落
合
運
動

公
園
と
周
辺
の
桜
並
木
を
会
場
に
「
秋
彩
こ

み
ち
２
０
２
４
in
か
く
の
だ
て
」
が
開
催
さ

れ
、
陶
器
、
ガ
ラ
ス
、
木
工
品
な
ど
の
ク
ラ

フ
ト
作
家
や
飲
食
店
な
ど
１
０
９
の
ブ
ー
ス

が
立
ち
並
び
ま
し
た
。

　
当
日
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
ク
ラ
フ
ト
愛

好
者
が
訪
れ
、
作
家
さ
ん
と
の
会
話
を
楽
し

ん
だ
り
、
お
気
に
入
り
の
一
品
を
探
し
た
り

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

秋
彩
こ
み
ち
２
０
２
４

in
か
く
の
だ
て
開
催

北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ

9
月
22
日
、
角
館
か
ら
北
秋
田
市
鷹
巣
ま
で
の
１
０
０
キ
ロ
を

走
る
２
０
２
４
北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ
「
第
32
回

１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
１
０
０
キ
ロ

の
部
に
は
５
６
９
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
し
ま
し
た
。

第
32
回
１
０
０
キ
ロ

　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

　
当
日
は
雨
の
降
り
し
き
る
中

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
上
の
西
木
地
区
に
は
7

つ
の
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

設
置
さ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が

少
し
で
も
休
め
る
よ
う
、
立
ち

寄
る
ラ
ン
ナ
ー
に
対
し
て
優
し

く
声
を
か
け
た
り
、
地
元
の
お

母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
漬
物
な

ど
を
振
る
舞
う
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
３
２
１
人
が

完
走
し
ま
し
た
。

表紙の写真から表紙の写真から表紙の写真から 角館居合復興会角館居合復興会
角館居合道の復興を目指す！

　
角
館
で
は
、
居
合
道
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
有
志
が
集
ま

り
「
角
館
居
合
復
興
会
」
が
発
足
し
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
は
剣
道
経
験
者
の
黒
沢
昇

会
長
と
櫻
田
賢
太
郎
さ
ん
（
共
に
角
館
町
）
で
す
。
発
足
の
経

緯
に
つ
い
て
、
黒
沢
会
長
は
「
角
館
と
い
う
場
所
は
、
武
道
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
。
日
々
の
生
活
の
中
に
も
武
道

の
精
神
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
居
合
を
通

じ
武
士
道
の
精
神
を
学
び
た
い
と
思
っ
た
。
ま
た
最
近
多
く
の

外
国
人
が
角
館
を
訪
れ
て
い
る
の
で
、
武
士
道
に
ふ
れ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
角
館
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

気迫と型の流麗さが目を引きます。

悪天候の中、ランナーは笑顔で声援に応えていました。

エイドステーションで地域の方と交流する場面も。

の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を

第
10
回
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

10
月
16
日
、「
第
10
回
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
が
西
木
温

泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
の
冒
頭
で
仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
伊
東
会
長
が
「
少

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）

秋
田
県
知
事
表
彰

【
育
成
功
労
者
】

▼
田
沢
湖
地
区
老
連

会
長

髙
橋
達

秋
田
県
老
連
会
長
表
彰

【
育
成
功
労
者
】

▼
西
木
地
区
老
連

会
長

鈴

木
重
憲

▼
角
館
町
地
区
老
連
女
性
部

副
部
長

門
脇
操

仙
北
市
老
連
会
長
表
彰

【
育
成
功
労
者
表
彰
】

▼
佐
々
木
善
一

(田
沢
湖
)

▼
藤
本
ト
ヨ
子

(角
館
町
)

▼
髙
橋
今
子

(西
木
町
)

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
】

▼
田
沢
湖
地
区
老
連

岡
崎

辰
子
ク
ラ
ブ

(会
長

津
嶋
初

雄
)

▼
角
館
町
地
区
老
連

さ
く

ら
ク
ラ
ブ
(会
長

星
宮
忠
清
)

【
育
成
従
事
者
表
彰
】

▼
仙
葉
政
子

(田
沢
湖
)

▼
安
達
勇
喜

(西
木
町
)

子
高
齢
化
が
続
い
て
お
り
、
会

員
も
減
員
し
て
い
る
が
、
今
後

も
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
た

い
」と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成・

発
展
に
尽
力
し
た
５
個
人
２
団

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
の
後
半
は
、
仙
北
警
察
署

に
よ
る
詐
欺
防
止
の
寸
劇
や
地

元
団
体
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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秋田市・常陸太田市・仙北市
交流提携から 17 年
三市連携交流提携都市の観光紹介

　平成 19 年８月、秋田市・常陸太田市・仙北市は、三市連携交流提携に調印しました。協定分野を観光・経済、
文化、青少年、スポーツ、災害と定め、これまでさまざまな形で交流を重ねています。今年は協定分野に基づいて、
それぞれの市の観光にフォーカスした情報をお届けします。

【提携の経緯】
　常陸の国を治めていた佐竹氏の国替が機縁。歴史的なつながりを背景に、常陸太田市と秋田市、旧金砂郷町（現常陸
太田市）と旧角館町（現仙北市）がそれぞれ交流を行ってきました。その後、三市が市町村合併を経て新市となったこ
とを契機に、幅広い分野で交流を行い、市民の友好関係と市勢のさらなる発展のため「三市連携交流」を行うこととな
りました。

【常陸太田市】
　茨城県の北に位置し、南北に 40㎞、東西に 15㎞と県内で最大の面積があり、市の南から北でぶどう・なし、
水稲、常陸秋そばなど様々な農業が展開されています。

各市の観光おすすめスポット

【秋田市】
　　秋田県のほぼ中央部に位置し、東には霊峰太平山を擁する出羽山地、西には夕日の美しい日本海が広がる、
　緑豊かな公園都市です。

↑竜神大吊橋

↑遊歩道から見るハス

▶おすすめスポット：竜神大吊橋　茨城百景の一つにも挙げられている竜神
峡に掛かる鉄橋。橋長は 375m、歩行者用の吊り橋としては日本でも有数の長さを誇
ります。地上高 100m の橋上から望む八溝・阿武隈山系の山並みや水府の街並みもさ
ることながら、橋の中央からダイブするバンジージャンプはスリル満点です。鯉のぼ
りまつりや夏まつり、紅葉まつり、冬のこたつイベントなど、四季折々のイベントが
開催されています。

　▶おすすめスポット：千秋公園　千秋公園は、秋田市中心部に位置し、明
治時代に公園として整備されました。秋田藩の佐竹氏が居城とした久保田城跡に広がっ
ており、歴史の面影が各所に感じられます。園内では春の桜や秋の紅葉など四季折々
の自然を楽しむことができ、今年７月にはお堀一面に咲くハスの花を見ながら散策で
きる遊歩道が開通しました。多彩な自然と歴史に触れながらリフレッシュできる場所
です。ハスの花の見頃は７月上旬頃から９月中旬頃となっています。

交
通
事
故
ゼ
ロ
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　

  
交
通
安
全
を
祈
願

9
月
21
日
、
樺
細
工
伝
承
館
で
「
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
交
通
安
全
祈
願
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
21
日
〜
30
日
ま
で
の
10
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
活
動
と
し
て
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

知
る
・
安
全
に
つ
い
て
考
え
る
期
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
安
全
祈
願
祭
で
は
、
田
口
市
長
、
仙
北
警
察
署
の

石
井
署
長
、仙
北
地
区
交
通
安
全
協
会
長
な
ど
と
と
も
に
、

市
内
で
の
交
通
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
石
井
署
長
は「
事
故
の
発
生
件
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、

重
傷
者
数
は
変
わ
ら
な
い
状
況
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

引
き
続
き
交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

　
７
月
27
日
に
横
手
市
で
行
わ
れ
た
「
Ｗ
Ｒ
Ｏ Japan

２
０
２
４
秋
田
県
大
会
」
で
、
西
明
寺
小
学
校
Ａ
チ
ー

ム
（
６
年
・
渡
部
優
人
さ
ん
、
５
年
・
吉
田
麗
さ
ん
）
が

優
勝
、
西
明
寺
小
学
校
Ｂ
チ
ー
ム
（
５
年
・
佐
藤
駿
人

さ
ん
、
５
年・田
口
優
さ
ん
）
が
準
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｗ
Ｒ
Ｏ
は
、「
ワ
ー
ル
ド
ロ
ボ
ッ
ト
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
」

の
略
で
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
が
、
各
々
ロ
ボ
ッ
ト

を
制
作
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
自
動
制
御
す
る
技
術

を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。

　
西
明
寺
小
学
校
チ
ー
ム
は
、
８
月
24
日
と
25
日
の

2
日
間
、
富
山
県
富
山
市
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｗ
Ｒ
Ｏ

Japan

２
０
２
４
決
勝
大
会
㏌ 
富
山
」
に
出
場
し
ま
し

た
。 Ｗ

Ｒ
Ｏ
（W

O
RLD

 RO
BO
T 

O
LYM

PIA
D

） Japan

２
０
２
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
大
会

西
明
寺
小
学
校
の
チ
ー
ム
が

　
　
　
　
　
優
勝
・
準
優
勝

Ｅ
Ｃ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
仙
北
市
の

　
　
教
室
か
ら
2
人
が
受
賞

Ｅ
Ｃ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

中
学
生
英
語
暗
誦
大
会
秋
田
県
大
会

おめでとうおめでとう
ございますございます百寿

　9 月 29 日、 黒澤敏夫さん （角館町山谷川崎）

が１００歳の誕生日を迎えられ、 仙北市からお祝い

が贈られました。

黒澤敏夫黒澤敏夫さんさん

敏
夫
さ
ん
（
左
）
に
お
祝
い
と
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

敏
夫
さ
ん
（
左
）
に
お
祝
い
と
花
束
が

写真左から小原さん、高橋さん。

西木庁舎で行われた受賞報告の様子。

8
月
31
日
に
秋
田
県
教
育
会
館
で
行
わ
れ
た
「
Ｅ

Ｃ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
中
学
生
英
語
暗
誦
大
会
秋
田
県
大
会
」

で
本
市
（
武
家
屋
敷
通
り
教
室
）
か
ら
出
場
し
た
小
原

理
子
さ
ん(

神
代
中・３
年)

が
優
勝
、高
橋
慈
さ
ん(

角

館
中
・
2
年)

が
準
優
勝
と
な
り
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
2
人
は
県
代
表
権
と
教
室
代
表
権
に
て

全
国
大
会
に
応
募
、
見
事
予
選
を
通
過
し
全
国
大
会
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｃ
全
国
大
会
は
毎
年
11
月
に
行
わ
れ
、
全
国
か

ら
わ
ず
か
50
人
の
教
室
代
表
が
厳
選
さ
れ
、
大
阪
に
無

料
招
待
さ
れ
ま
す
。
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